
パワースコープ ２

取扱説明書

マグネットスリーブについて

はじめに

装着方法

パワースコープ 2はチェアサイドで簡単に装着できるように一体型デザインを採用
しており、ナットもあらかじめセットされています。

上顎第一大臼歯の近心側と下顎犬歯の遠心側にそれぞれナットを装着します。

※マグネットスリーブは金属製のものに近づけないようにしてください。

① マグネットスリーブを金属製以外の平らな場所に置きます。このとき、円錐状の 
     くぼみがある開口部が上を向いているようにしてください。

② 専用の六角ドライバーをスリーブの上で持ち、ドライバーの先端を開口部の中心
　 に向けながら近づけてください。

③ 磁力によってマグネットスリーブがドライバーの先端にくっつきます。

① パワースコープ 2をワイヤーにはめ込む前に、スクリューの先端がナットより
　 飛び出ていないことを確認してください。（画像 A＆B）

② ドライバーを上顎用のパワースコープ 2のスクリューヘッドに当ててください。
　（ 画像 C）

③ ステンレスアーチワイヤーを装着した上顎第一大臼歯の近心側に、パワー
　 スコープ 2を装着してください。（画像D）

 　・推奨するワイヤーはステンレス製の .017×.025（.018 スロット）、または
　　 .019× .025（.022 スロット）です。推奨サイズより細いワイヤーを使用
　　すると、本品が傾いてしまう場合があるため、推奨サイズ以上のもの
　　を使用してください。 ナットに指を添えることで、スクリューを締める際に
　　安定させることができます。

　・右用は逆ねじ（左回しねじ）になっています。右用の装置は
　　スクリューをゆるめるときの方向が矢印で示されています。

　　※ナットがパワースコープ 2装着時にワイヤーを固定してしまうことはありま
　　　せん。ワイヤースペースに入った状態が正しいセット方法です。（画像 E）

④ 下顎は、ドライバーを用いて犬歯の遠心側に装着します。下顎のワイヤーの
　 上に装着し、スクリューを締めてください。（画像 F）

　・クリンパブルシムを併用することで、よりアクチべーションを強め、治療を進
　    めることができます。（画像G）

　・クラスⅡの度合いによって、また歯列弓のサイズによっては、始めからクリンパ
　　ブルシムが必要となる場合があります。
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取り外し方法

東京都荒川区西日暮里2-33-19 YDM日暮里ビル

　    0120-49-0980

TEL 03-5604-0980/FAX 03-3801-7560　

URL http://www.biodent.co.jp/　E-mail info@biodent.co.jp

美しい歯ならびをクリエイトする

製造販売

・下顎の中切歯・側切歯が傾斜しているときは、装置の使用によりさらに傾斜してしまうおそれがあるため、注意してください。

・下顎の歯列弓は、「下顎前歯の前方傾斜」と「犬歯の遠心側にスペースができること」を防ぐため、次のいずれかの方法により固定させてください。

　▶下顎アーチワイヤーのシンチバック

　▶下顎アーチ全体のエラスティックチェーン

　▶臼歯部ワイヤーにアーチロック・ストップ

・下顎前歯にはマイナストルクのブラケット（-6 から -10）の装着をおすすめします。

・下顎犬歯に関しては、治療中のローテーションを防ぐためにステンレスのリガチャーを使用することをおすすめします。

① まず下顎から、ナットがワイヤーから外れるまでスクリューをゆるめてください。

② 同様の方法で上顎のスクリューをゆるめてください。

③ 患者様の口腔内から装置を取り外してください。

右用の装置には『R』の ID マークが
あります。『OPEN』の文字と矢印の
向きで、スクリューの回転方向を確
認してください。（逆ねじ）

左用の装置には『L』の ID マークが
あります。

本品の使用にあたっては添付文書もお読みください 第2版　2017 年 1月


